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枠内は伊藤町長に鍵（指令車）を渡す山本氏

消
防
指
令
車

寄
　
贈
　
式

五
月
十
三
日
、
役
場
横
の
消
防
本
部

で
消
防
指
令
革
の
寄
贈
式
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

式
に
は
、
伊
藤
町
長
は
じ
め
消
防
関

係
者
が
多
数
つ
め
か
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
い
ま
ま
で
の
指
令
車
が
老

朽
化
し
、
緊
急
の
場
合
、
支
障
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
度
、
元
団
本
部

長
山
本
正
俊
氏
が
寄
贈
し
た
も
の
で

す
。山
本
氏
は
、
昨
年
も
県
消
防
学
校
に

詩
碑
（
松
日
月
城
作
詞
）
及
び
置
石
を

寄
贈
さ
れ
、
消
防
庁
長
官
よ
り
紺
綬
ほ

う
章
を
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

指
令
革
が
新
し
く
な
り
、
本
部
も
、

〝
こ
れ
で
消
防
活
動
に
十
分
活
躍
で
き

ま
す
″
と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

町の　人　口

4月末現在（）は昨年比

人　口　　26，169（＋685）

男　　12，747（＋396）

女　　13，422（＋289）

世帯数　　7，990（＋288）

町の面積　　10．82短2
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苦
情
は
　
消
費
生
活
相
談
員
へ

頃
　
宋
　
粟
日
夕
ツ
エ

11

－．

県
で
は
、
消
費
生
活
の
安
定
と
向
上

を
め
ざ
す
た
め
、
消
費
生
活
の
実
態
を

正
し
く
把
纏
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
た

ち
か
ら
苦
情
相
談
や
買
物
相
談
が
で
き

る
よ
う
消
費
生
活
相
談
員
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

町
内
に
も
、
次
の
と
お
り
四
人
の
相

談
員
の
か
た
が
い
ま
す
の
で
、
消
費
生

活
に
対
す
る
問
題
や
消
費
行
政
に
関
す

る
苦
情
な
ど
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
締
構

で
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
敬
称
略
）

下
　
二
　
吉
田
サ
カ
ヱ

下
　
二
　
苫
田
ア
サ
ノ

立
屋
敷
　
尾
上
　
フ
ジ

県
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
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豊
か
で
安
心
で
き
る

消

費

生

活

を

「
消
費
者
は
王
様
」
と

い
う
‥
こ
と
ば
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
こ
ん
な
話

を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
可
愛
い
赤
ち
ゃ

ん
が
歩
行
器
に
と
り
付
け

ら
れ
た
ソ
ロ
バ
ン
の
玉
を
は
ず
し
て
呑

み
込
ん
だ
、
安
全
な
は
ず
の
圧
力
ガ
マ

が
突
然
爆
発
し
た
。
電
気
毛
布
が
燃
え

出
し
た
な
ど
ｌ
1
－
－
㌧

こ
う
し
た
被
害
は
、
経
済
企
画
庁
が

発
表
し
た
と
こ
ろ
、
二
百
万
世
帯
に
転

の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
〝
王

様
″
ど
こ
ろ
か
、
消
費
者
の
〝
大
豊
受

難
時
代
″
　
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。私
た
ち
は
物
を
買
う
と
き
、
そ
の
機

能
性
や
デ
ザ
イ
ン
の
好
み
、
価
格
な
ど

の
条
件
に
従
っ
て
選
び
ま
す
。
し
か
し

そ
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
考
え

る
人
は
少
な
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
が
ひ

と
つ
の
．
盲
点
″
と
な
っ
て
、
人
身
事

故
な
ど
の
被
害
へ
と
結
び
つ
い
て
い
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
も
、
た
と
え
欠
陥
商
品
に
よ
る

事
故
で
も
消
費
者
が
泣
き
寝
入
り
す
る

ケ
ー
ス
が
多
く
、
そ
の
危
険
は
〝
買
い

手
負
担
″
で
し
た
。
こ
れ
で
は
弱
い
立

場
の
消
費
者
は
浮
か
ば
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
消
費
者
は
商
店
を

判
断
す
る
ク
目
″
を
養
い
、
次
の
こ
と

な
ど
を
心
が
け
た
い
と
患
い
ま
す
。

①
自
分
で
信
用
出
来
る
店
を
捜
し
て
、

商
店
と
の
間
に
信
頼
で
結
ば
れ
た
人

間
関
係
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

⑨
水
巻
町
内
に
も
信
用
出
来
る
小
さ
な

店
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
み

ん
な
で
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

㊥
消
費
費
の
生
活
を
守
る
よ
う
に
、
小

さ
な
商
店
に
も
生
活
が
か
か
っ
て
い

る
こ
と
を
考
え
て
み
る
こ
と
も
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

起こしてからではもうおそい

国　鉄　事　故

国
鉄
で
は
、
本
年
も
六
月
一
日
か
ら

六
月
二
十
日
ま
で
、
全
国
一
斉
に
鉄
道

妨
害
防
止
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
踏
切
事
故
や
線
路
へ

の
置
石
等
に
よ
る
鉄
道
事
故
を
防
止
し

列
車
の
安
全
運
行
を
図
る
と
と
も
に
、

国
鉄
沿
線
の
皆
さ
ん
が
悲
惨
な
事
故
を

起
さ
れ
な
い
よ
う
行
う
運
動
で
す
。

す
で
に
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
鉄
道
事

故
は
、
他
の
交
通
引
故
に
比
べ
て
死
亡

率
が
高
く
、
ま
た
率
い
に
；
冊
を
取
り

止
め
ま
し
て
も
、
手
足
切
断
等
の
震
度

傷
害
と
な
る
可
能
性
が
強
く
、
事
故
を

起
し
た
本
人
は
、
も
と
よ
り
家
族
全
体

に
も
不
幸
を
も
た
ら
す
結
果
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

ど
う
か
、
臍
切
な
ど
で
は
次
の
こ
と

な
ど
を
絶
対
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

転
二

正
し
い
踏
切
の
通
り
方

。
蹄
切
で
は
必
ず
一
時
と
ま
っ
て
、
安

全
を
礎
め
て
通
り
ま
し
ょ
う
。

。
踏
切
の
先
が
混
雑
し
て
い
る
と
き
は

踏
切
の
手
前
で
待
ち
ま
し
ょ
う
。

。
列
車
が
通
過
し
て
も
す
ぐ
踏
切
に
入

ら
な
い
で
、
反
対
方
向
か
ら
の
列
串

を
確
か
め
て
わ
た
り
ま
し
ょ
う
。

。
踏
切
上
で
の
ギ
ヤ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
踏
切
で
動
け
な
く
な
っ
た
ら

◎
自
動
車
を
出
す
よ
り
、
ま
ず
列
車
を

と
め
る
手
配
を
し
ま
し
ょ
う
。

。
踏
切
非
常
ボ
タ
ン
を
押
し
ま
し
ょ
う

。
踏
切
非
常
ボ
タ
ン
の
無
い
所
で
は
、

ま
ず
自
動
車
に
備
え
つ
け
の
発
炎
筒

に
火
を
つ
け
て
、
見
通
し
の
良
い
万

に
立
て
、
反
対
側
に
は
赤
旗
等
を
持

っ
て
走
り
列
車
を
止
め
る
手
配
を
し

よ
う
。
講
習
会
を
開
き
ま
す

門
鉄
公
安
室
で
は
、
踏
切
の
模
型
を

使
用
し
た
「
踏
切
安
全
通
行
講
習
会
」

及
び
人
形
劇
や
映
写
会
に
よ
る
「
子
供

の
事
故
防
止
教
室
」
を
開
腱
し
て
い
ま

す
。
経
費
は
無
料
で
何
処
で
も
お
伺
い

し
ま
す
。
連
絡
先
－
小
倉
第
一
鉄
道
公

安

室

曾
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商業統計・商業基本実態調査にご協力を　基準日6月1日
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児

童

手

当
現

況

届

の

提

出

を

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
か
た
は
、

6
月
1
日
か
ら
3
0
日
ま
で
に
、
児
童
手

当
現
況
届
を
役
場
老
人
児
童
係
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
現
況
届
は
、
受
給
者
の
前
年
の
．
．

所
得
状
況
、
養
育
状
況
な
ど
を
確
認
す

る
た
め
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

届
出
さ
れ
な
い
場
合
、
引
き
続
い
て

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
六
月
分
以
後

の
児
童
手
当
が
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

赤
い
羽
根
バ
　
ッ

図
　
案
　
懸

毎
年
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

県
共
同
募
金
会
、
社
会
福
祉
協
議
会

㊥
持
参
す
る
も
の

。
届
出
書
（
児
童
係
に
あ
り
ま
す
）

。
印
鑑

㌧
5
3
年
分
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
5
4
年
度

町
県
民
税
特
別
徴
収
税
額
通
知
書

な
お
、
5
4
年
1
月
1
日
水
巻
町
に
住

民
登
録
さ
れ
痛
い
か
た
は
、
前
住
所

地
の
役
所
か
ら
5
4
年
度
分
の
所
得
証
明

と
袖
硯
刺
田
冒
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

号

（

曾

0

9

2

・

7

6

1

・

0

7

4

7
）

▼
募
集
期
限
　
6
月
1
0
日
ま
で

▼
入
選
賞
金

最
優
秀
作
　
1
点
　
5
万
円

優
秀
作
　
　
2
点
　
2
万
円

佳
　
作
　
　
6
点
　
5
千
円

▼
発
表
　
6
月
下
旬

入
選
作
の
版
権
は
主
催
者
の
も
の
と

し
、
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

簡
易
保
険
か
ら
の
融
資
で

住

み

良

い

町

づ

く

り

ジ賞
　
募
　
集

で
は
、
あ
た
た
か
い
た
す
け
合
い
の
心

の
輪
を
ひ
ろ
げ
る
た
め
、
本
年
も
〝
た

す
け
合
い
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
″
赤
い
羽

根
バ
ッ
ジ
の
図
案
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
　
制
限
な
し

▼
応
募
用
紙
　
ハ
ガ
キ
の
大
き
さ
の
用

紙
1
枚
に
つ
き
1
点
　
図
案
2
色
以

内
、
実
物
の
‖
倍
大
（
直
径
2
戊
前

後
）
、
小
学
生
は
大
き
さ
自
由
、
裏

面
に
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
職

業
（
学
校
学
年
）
を
明
記
の
こ
と

▼
送
付
先
　
福
岡
県
共
同
募
金
会
、
福

岡
市
中
央
区
六
本
松
一
丁
目
2
番
2
2

簡
易
生
命
保
険
積
立
金
の
簡
保
資
金

は
皆
さ
ん
か
ら
お
預
り
し
た
大
切
な
信

託
財
産
と
し
て
、
市
町
村
な
ど
の
地
方

公
共
団
体
を
は
じ
め
、
公
団
、
公
庫
な

ど
政
府
機
関
に
融
資
さ
れ
住
宅
や
学
校

道
路
な
ど
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
生
活
環

境
の
整
備
拡
充
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

水
巻
町
も
五
十
三
年
度
中
に
は
、
公

営
住
宅
事
業
　
三
億
千
六
百
万
円
、
学

校
施
設
事
業
　
二
千
七
百
万
円
、
道
路

事
業
　
五
百
万
円
の
融
資
を
受
け
、
町

の
振
興
を
図
っ
て
い
ま
す
。

簡保資金で建てられた填末中濱堂

あ
な
た
は
〝
隣
組
〟
に
入
っ
て

五
月
晴
れ
の
下
運
動
会
を
楽
し
む

机
地
区

活
動
さ
れ

水
巻
町
内
の
各
地
区
の
な
か
に
、

ヶ
隣
組
〟
と
い
う
組
織
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
各
区
の
活
動
を
充
分
発
起
で

き
る
よ
う
細
分
し
た
も
の
で
す
。

隣
組
は
、
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る

地
域
を
明
る
く
住
み
や
す
く
す
る
た
め

い
ろ
ん
な
活
動
を
通
じ
て
、
お
互
が
信

頼
関
係
を
つ
く
り
、
協
力
し
合
っ
て
い

こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

し
か
し
、
転
入
、
転
居
な
ど
が
多
い

当
町
で
は
、
隣
組
に
入
ら
れ
て
な
い
か

た
が
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
ど
う
か
、

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
　
〝
明
る
い
水
巻
町
づ

て
い
ま
す
か

く
り
″
面
か
ら
も
、
全
員
の
か
た
が
隣

組
に
入
り
、
地
域
活
動
に
参
加
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

地
区
、
隣
組
の
主
な
活
動
と
は

①
美
化
活
動
　
－
　
河
用
、
道
路
な
ど

の
教
育
活
動
Ｉ
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
供
育
成

会
、
老
人
会
、
青
年
協
な
ど

㊥
ス
ポ
ー
ツ
活
動
－
－
運
動
会
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
、
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
な
ど

④
郷
土
祭
1
－
盆
廟
、
神
社
仏
閣
の
祭

⑤
行
政
活
動
　
－
　
区
長
会
議
、
陳
情
、

請
願
、
緊
急
連
絡
な
ど

／

全国三位の犬町
内
で
猪
と
対
決
す
る
闘
犬
で
、
西

日
本
で
一
位
、
全
国
大
会
で
三
位
に
な

っ
た
犬
が
い
ま
す
。

こ
の
犬
は
、
頃
末
の
梶
野
芳
男
（
三

十
八
歳
）
さ
ん
所
有
で
、
十
四
か
月
の

牡
の
プ
ロ
ッ
ト
バ
ウ
ン
ド
種
で
、
犬
名

は
　
か
サ
ブ
号
″
と
い
い
ま
す
。

サ
ブ
号
は
、
体
長
八
十
㌢
体
重
二

十
三
毎
の
小
さ
な
体
つ
き
で
、
百
毎
の

猪
と
因
っ
て
き
て
、
こ
の
度
の
栄
誉
に

輝
い
た
も
の
で
す
。

こ
の
競
技
は
、
囲
こ
ま
れ
た
柵
の
中

で
、
一
対
一
対
で
二
十
分
間
対
決
し
、

そ
の
闘
い
ぶ
り
を
頭
脳
、
機
敏
性
、
攻

撃
力
等
を
総
合
判
断
す
る
そ
う
で
す
。

梶
野
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
に
成

長
す
る
に
は
、
毎
日
の
食
べ
物
、
運
動

量
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
気
苦
労
が
多
い
と

の
こ
と
。
人
間
の
世
界
で
も
、
全
国
で
何
位
に

な
ろ
う
と
患
え
ば
大
変
な
努
力
。
や
は

り
サ
ブ
号
は
、
た
い
し
た
も
の
。

加入　し　て　い　ま　すか国民年金に
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お
忘
れ
な
く

三
種
混
合
接
種

▼
対
象
児

。
第
1
期
　
2
4
か
月
～
4
8
か
月
の
幼
児

。
第
2
期
　
第
1
期
終
了
後
1
2
か
月
～

1
8
か
月
の
幼
児

▼
日
時
及
び
場
所

。

6

月

5

日

・

6

日

・

2

6

日

1
4
時
～
1
5
時
　
町
民
会
館

6
月
の
1
歳
6
か
月
検
診

▼
日
　
時
　
6
月
4
日
・
1
8
日

1

3

時

3

0

分

～

1

5

時

3

0

分

▼
場
　
所
　
役
場
酉
別
館

▼
対
象
児
　
1
8
か
月
～
2
0
か
月

▼
内
　
容
　
健
康
相
談
、
体
重
、
身
長

計
測
、
家
族
計
画
な
ど

6
月
の
母
子
手
帳
交
付

▼

日

　

時

　

6

月

4

日

・

1

8

日

1

0

時

～

1

1

時

▼
場
　
所
　
役
場
西
別
館

▼
対
象
者
　
妊
産
婦
（
保
健
所
で
検
診

を
終
え
、
1
0
日
経
過
し
て
い
る
こ

と
）
印
鑑
持
参
の
こ
と

6
月
の
加
配
。
驚
談

ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に

▼

日

時

　

6

月

7

・

1

5

・

2

5

日

1

3

時

～

1

6

時

3

0

分

▼
場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

▼
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

県
交
通
事
故
相
談

▼
日
時
　
6
月
5
日
（
火
曜
）

1
0
時
～
1
6
時

▼
場
所
　
中
間
市
役
所
市
民
談
話
室

商
業
統
計
調
査

に
ご
協
力
を

六
月
一
日
現
在
で
、
商
業
統
計
、
商

業
基
本
実
態
調
査
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
全
国
の
卸
売
、
小
売

飲
食
店
に
属
す
る
す
べ
て
の
商
店
を
調

査
す
る
も
の
で
あ
り
、
販
売
活
動
の
実

態
、
商
品
の
流
通
な
ど
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

調
査
票
は
、
統
計
以
外
の
目
的
に
は

使
用
さ
れ
ず
営
業
上
の
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

各
商
店
で
は
、
調
査
の
主
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
正
確
な
記
入
を
さ
れ
ま
す

よ
う
お
暗
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

役
場
企
画
係
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

水
巻
俳
句
会
の
発
足

と

会

見

募

集

俳
句
を
通
じ
て
お
互
の
友
好
を
深
め

る
た
め
、
次
の
と
お
り
、
会
員
を
募
り

発
会
式
を
行
い
ま
す
。

▼
日
　
時
　
6
月
6
日
　
午
後
7
時

▼
場
　
所
　
町
民
会
館
　
日
本
間

▼
会
　
費
　
月
額
　
　
5
百
円
の
予
定

▼
申
込
み
　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
令
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
役
場

4

　

′

開
発
課
・
田
中
博
幸
ま
で
。

な
お
、
当
日
句
会
を
い
た
し
ま
す
の

で
、
当
季
雑
詠
5
句
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
広
域
事
務
組
合
関
連
会
社

㈲
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー

職

鼻

募

集

▼
職
種
謂
錮
務
員
〕
錮
＝
欝

▼
待
遇
　
賞
与
年
2
回
、
各
種
保
険
、

退
職
金
制
度
有

送
迎
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
て

▼
申
込
み
　
早
め
に
履
歴
啓
一
通
を
環

境
整
備
セ
ン
タ
ー
（
蜃
0
9
2
・
2

3

・

0

4

0

2

）

ま

で

霊等腎霊繹どもの発達について』
子どもは可愛いくてたまらないもの。しかし、可愛い我が子

を、ただ可愛いがって育てることが、子どもにとって将来幸せ

になることでしょうか。

ト日時　6月9日（土曜）午後7時～9時
ト場所　町民会館ホール

ト講師　小関康之先生（福岡県社会保育短大助教授・久留米大
学医学部小児科講師）

ト主催　水巻町・教育委員会・同和教育研究協議会（就学前敢
会）・町立保育園保護者会

今
月
の
納
期

金
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ

固
定
資
産
税
（
一
期
分
）
…

3
1
日
ま
で

6月のし尿汲取予定日

1日　頃末、猪熊

2日　頃末、唐の熊県住、猪熊、鯉口

4日　唐の熊県住、鯉口、御輪地、猪熊

5日　鯉口、御輪地、垣添、猪熊

6日　松栄荘団地、頃末（18区）、猪熊（人

跡地区）

7日．古賀、新生街、車返し、緑風園、中央

区、美吉野団地

8日　古賀、机、緑風園、中央区、川端、県

道筋、美吉野団地

9日　頃末（5、12、13区）、川端通り、県

道筋、高松区

11日　頃末（5、12、13区）、宮尾、片山、

ヌメリ石、立屋敷、伊左座、古貴区

12日　頃末（15、25区）、新生街（山ノロ団

地）、頃末（6、11、14区）、大橋、

月夜待、商店街、本村、下二

13日　頃末（6、11、14区）、下二町任、二

町住、二、車返し

14日　樋口卯月、吉田団地、宮尾、御輪地、

宮ノ下社宅

15日’樋口、吉田団地、机社宅

16日　吉田団地、猪熊

18日　吉田団地、樋口

19日　二、下二

20日　猪熊町住

こ21日　吉田本札、伊左座、古賀県住

22日　みずほ団地、梅ノ木区

23日　みずほ団地、幼稚園通り、梅ノ木区

25日．幼稚園通り、古賀区（梅ノ木団地側）

26日　古賀区（梅ノ木団地側）

一．お　礼一
香典返しとして次のかたから社会福祉協議会にご寄贈があり

ました。あっくお礼申し上げます。

殿
殿
殿
殿
殿
殿
殿
殿

コ
行
彦
郎
輔
実
雄
吉

サ

　

　

太

マ
治
正
文
計
静
鶴
大

田
王
沢
山
迫
田
　
尾

原
徳
豊
下
畑
柴
堤
松

吉田団地　　故原田　　実殿
古賀区　　　故徳王　　新殿
下　二　　　故豊沢　正雄殿
頃　兼　　　敏下山　ヨシ殿
頃　末　　　故舶迫ツキヨ殿
机　　　　故柴田　至剛毅
猪　熊　　　故堤　　レツ殿
鯉口団地　　故松尾ミサオ殿

あなたの役場です　電話（201）4321番
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